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模擬授業教科会から
の提案

「高知の授業づくり改革プランにおける『学力向上対策推進事業』授業づくり講座」今回は，西部中学校を会場とする第１回「教材研究会」における学びの様子を紹介します。
まず，教科主任の竹内教諭より「本単元を指導するに当たって課題となっていること。また，その課題を解決するためにどのようなことをねらいとして本時を設定したのか」「ゴールで期待する子供の姿」に

ついて提案があり,その後，大塚教諭による模擬授業が行われ，参観者の先生方と協議を行いました。最後に，学力向上総括専門官齊藤一弥先生より，ご指導・ご助言をいただきました。

標準学力調査では，１次方程式に関する問題について課題
が見られた。今回は，「移項を含む式変形を定着させるこ
と」と「その構造を確実に理解させること」をねらいとして
この単元の本時を設定した。
【授業づくりの視点】
１ 「移項」が「等式の性質」に基づいて行われる操作であ
ることを生徒が納得し，説明することができるようにする。

２ 方程式を解くために「移項」や「両辺を割る操作」など，
どの場面でどの操作を行うべきか，説明することができる
ようにする。

３ 問題の練習量が少ない。授業後の課題をどうするべき
か，定着させる工夫を考える。

【提案内容】 第１学年「１次方程式」【授業者】大塚 あすか 教諭 (高知市立西部中学校）

《参会者の感想》

・ ゴールから生徒のストーリーを作っていく活動
は，どの教科でも同じであると感じ，学びの多い
ものになりました。初めての参加でしたが，「生
徒に問いをもたせる」「脳に汗をかく」ような授
業づくりをしたいと改めて思いました。そのため
にも思考を必要とする場を作り，教材研究を深め
ることができるようにしていきたいと思います。
・ この事前研究会で学んだ視点の置き方を実践に
生かしたい。特に，生徒の経験値に寄り添うとい
うことは今後も意識していきたい。

講師 高知県教育委員会事務局学力向上総括専門官 齊藤 一弥 先生の指導

第2回授業づくり夏季セミナー開催！！
平成30年8月7日（火） 会場：サンピアセリーズ

χ＋５＝１を解く
前時は，「等式の性質」を使って方程式を解く方法を学習している。本時は，

「移項を利用した方程式の解き方」の学習であるが，そもそも「移項」という
作業をしていいものなのか。何を根拠として「移項」という計算方法があるの
かを考えさせたい。
本時の展開は，「等式の性質を利用した方程式の解き方」と「移項を利用し

た方程式の解き方」を対比し，２通りの計算過程を観察する中で，「χ＋５－
５＝１－５」の式を消したら，移項の式と同じになることに気付かせたい。
更に，『 χ＋５－５＝１－５』の式に焦点をあて，方程式を解く過程を考察す
ることで，移項を利用した方程式の解き方が等式の性質に基づいていることを
理解させたい。

★「等式の性質」と「移項」はどんな関係？
「移項」という方法が正しいという根拠を「等

式の性質」を使って考えさせる。そのためには，
学習内容が生徒の経験群によってしっかり支えら
れていることが大切である。
前時の「等式の性質」の学習の際に，なぜ同値

変形をするのかということをしっかり説明できる
状態にしておくことが大切である。等式の性質が
具体的にイメージできている状態で，本時の学習
に臨む必要がある。

★ 小学校ではどのように学習してきているかを知る
ただ単に形式として解き方を覚えるのではなく

，小学校の学びを基に方程式の解き方を見出し，
その式のもつ意味を言葉で表現させたい。
例えば， 「たす数が５減れば，答えが５減る」という

たし算の性質や，「わられる数とわる数に同じ数をかけて
もわっても商は同じ」というわり算の性質が１８２９３基
となって，等式の性質を考察し，表現していくことが大切。
★ 生徒が思考する場（問い）を創る！生徒を授
業で生かす！
「移項をしたらなぜ符号がかわるのか？」とい

う問いに対する生徒の考え方や，アイディアをブ
ラッシュアップしていく。移項をしているプロセ
スの中でいかに等式の性質を使っているかを実感
させることが大切。

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 数学編p.73から引用

数や文字を用いた式の計算が，一つの式をより簡略された式に変形していくことを

意味するのに対し，方程式を解く方法は，一つの等式をより簡略で同値な関係に
ある他の等式に変形していくことを意味することを理解できるようにする。

【朝倉中教材研究会】平成30年9月４日（火）９:55～11:45
【西部中授業研究会】平成30年9月５日（水）８:55～11:45
【旭中 教材研究会】平成30年9月７日（金）10:00～11:50

★ 文脈の共有
生徒にとって自然な文脈で授業を流すためには，なんのために今日の学

習をするのかということを生徒が理解したうえで学び進んでいくことが大

切である。生徒にとっての課題となるために「おかしいな」「どうしてそ

うなるんだろう？」という問いをもたせることが大切。
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